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　　　　　　　　       　　発行日・２００７年３月１３日

発行者・有志稲門会[Ｐ１２５]　 

　　 　　　会長　亀井禧精（昭３７政経）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	Ｐ１２５・創立１２５周年記念祝賀行動“長崎―早稲田大学１２５０キロウォークリレー”

	編集責任者　山口志朗（昭37政経）e-mail:shiro.y@wave.plala.or.jp fax/phone:03-5398-4060
　郵便番号179-0084　東京都練馬区氷川台2-7-27-210

	　　　　　　　　山口県ウォーリレー全行程を終了

　　　　　　　　　　　　　　　松浦正人防府市長が歓迎　　　　　　　　　
東京を目指すウォーク隊は、長崎を出て２３日目の３月１１日、山口県岩国市に到着、全行程の４分の１を終えた。関門海峡を越えてから山口県下のウォークリレーは比較的、少人数で粛々と続けられたが、防府市では大きな反響呼んだ。

　防府地区校友有志は７日夜、小郡から来た一行の歓迎会を開いた。翌８日朝には校友の松浦正人防府市長の肝いりで、出発式が市役所前で行われ、職務多忙の市長に代わって嘉村悦男助役がウオーク隊歓迎と激励の挨拶をした。助役の接遇は一時間以上に及び、防府市の地勢、観光、歴史などを詳しく説明してくれた。この模様は地元記者が取材し、翌９日の朝日、毎日両新聞に大きく報道された。１２５０キロウォークリレーが二大紙に取り上げられたのはこれが初めて。

　同県下のウォークは三寒の時期に当たったため、強風を避けて竹薮で震えながら昼食を

とるなど厳しい経験もした。しかし防府校友や沿線住民の暖かな支援で８日間という長い旅をつつがなく終えることができた。ウォーク隊は１３日、いよいよ広島県に入り最初のリレー地、宮島口を目指す。



	





　　　　　

　　　　　　　山口県から広島県へ　旗、襷、通行手形は引き継がれていく
　　　　　　　　　　　

３月１３日　　岩国　　→　宮島口　
　　　　　　　　　　　　　　１４日　　宮島口　→　広島

　　　　　　　　　　　　　　１５日　　広島　　→　熊野町

　　　　　　　　　　　　　　１６日　　熊野町　→　東広島

　　　　　　　　　　　　　　１７日　　東広島　→　竹原
　　　　　　　　　　　　　　１８日　　竹原　　→　三原

　　　　　　　　　　　　　　１９日　　三原　　→　尾道

　　　　　　　　　　　　　　２０日　　尾道　　→　福山

　　　　　　　　　　　　　　２１日　　福山　　→　井原

　　　　　　　　　　　　　　２２日　　井原　　→　矢掛町


―――傷害保険のお知らせ 集合場所にて掛金を預ります
預り額100円/1区間(うち保険掛金50円/1人・1日＋大学へ記念寄付50円*)
保険金額

	死亡・後遺症傷害
	入　院（1日当り）
	通　院（1日当り）

	400万円
	1万円
	5千円

	契約期間　2007年2月18日～5月12日

ただし補償はその日のウォーキング出発から到着までのウォーキング中を対象とします
*大学への寄付は経費を差し引くことなくその全額をもって引き渡すものです


参加に当っての約束
１．健康安全管理は参加者自身の自己管理にゆだねられます

２．宿泊手続は参加者が各自で予約手続してください
連絡・お問い合わせは　東京・山口志朗が情報センターとなります
（電話/fax03-5398-4060 ・mobile 090-4417-8714）　mail:  shiro.y@wave.plala.or.jp
◆別途企画＝2007年秋の首都圏125キロウォーク実現のために準備中



　　　　　　　　　　　　　　　長門から周防への道


　　　　　　　　　　　　　　　　おいはぎ峠を越える





３月４日下関から中国・山陽道の旅が始まった。幸いにも晴天の日に恵まれる。国道をはずし脇道にまわれば、そこは旧山陽道である。漆喰の白に黒板づくりの重厚な家並が時代を感じさせる。細々と残る旧道の面影に、歩く喜びを重ね合わせる。古びた石の標柱に昔びとの苦労を想像する。由緒ある神社、稲荷社に手を合わせ旅のつつがなきを祈る。手押し車を押してあいさつを交わす老女の面差しとはにかむしぐさは奥ゆかしく、この地の文化の集積度の高さを偲ばせる。


長門は緑豊かな街道。小月から談合坂、西見峠を越える、周防に入って「おいはぎ」峠を越えてから、きらめく海を右手に見ながらの旅となる。左側に続く山並みの頂をいくつ見ながら過ぎたか、数えきれない。何より天候に恵まれて歩く旅に感謝している。





　　　　　








偲ばせて心のうちがさわぐ。　　　　　　　　


防府からは椿峠を越え新南陽へ。途中、陶器を作る村を過ぎた、蛸壺を作る人たちが住む里だった。数百個の蛸壺が並べて干してある風景は、ウオークでしか見ることができない風情ある景色であった。


山陽路は海に近いため沢山の川も渡った。小月から渡った木屋川は川岸に春の花がいっぱい、


防府手前の佐波川は菜の花、熊毛町の島田川の清流、岩国の錦川の大らかな流れ、啓蟄の水の匂いは疲れた体と心を存分に癒してくれた。


こんな旧道の面影を訪ねながらの旅もまた一つの旅である。小グループの旅の良さを楽しんでいる。

















Ｐ１２５のホームページをご覧下さい　　� HYPERLINK "http://www.csi-net.jp/p125/index.html" ��http://www.csi-net.jp/p125/index.html�





　　　　　　Googleで「Ｐ１２５ウォークリレー」で検索しても出てきます








周防路紀行


　　風情ある旧街道中心のウォーク





国道２号線をメインルートにしている周防路のウオークでは、ありきたりの国道歩きを避けて、旧街道を探索しながら歩くことにした。


注意すれば旧道は随所に発見できる。もちろん５万分の一の地図と磁石の力を借りての作業に加えて、観察力が試されるケースである。旧道は意外にしっかり残っていた。ところどころ国道によ


って分断され、併合されているが、山口県瀬戸内沿岸の行程で、半分以上が旧道を発見しながらの旅となったのは望外の収穫である。曲がった道筋、古い家並、本陣の跡をとどめる風格のある門塀、漆喰の蔵、昔ながらの建物を残す醤油工場、酒の醸造場、カギ形の大農家、わらぶき屋根の古民家など・・・。風雪に耐えた軒の連なりには、幾世代の家族が喜怒哀楽を重ねたであろう日々を
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